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≪報告≫ 
カナダ・ケベック州のフェミニズム・スタディーズの現在 
―エレーヌ・リー＝ゴスラン先生（ケベック州ラヴァル大学教授）を
お迎えして 
Contemporary Feminist Studies in Québec, Canada: Welcoming Professor  
Hélène Lee-Gosselin of Laval University 
 
 カナダ・ケベック州のフランス語系大学では、フェミニズム・スタディーズの
教育・研究機関を設置し、性差別問題を問い、男女間のより平等な関係の構築を
目指す社会変革の観点からの取組を行っている。2015 年 11 月、ラヴァル大学でフ
ェミニズム・スタディーズの展開を支えている「クレール・ボンアンファン―女
性、知、社会―講座」の専任教授、エレーヌ・リー＝ゴスラン（Hélène Lee-Gosselin）
先生が来日された。そこで、早稲田大学では、11 月 19 日に「カナダ・ケベック州
のフェミニズムの現在―エレーヌ・リー＝ゴスラン先生（ケベック州ラヴァル大
学教授）をお迎えして」というタイトルでお話を伺った（於：早稲田大学 戸山
キャンパス、主催：早稲田大学ジェンダー研究所；GEC 全学副専攻「ジェンダー
研究」ジェンダーワークショップ実行委員会）。当日は、学部生・院生 4 名、教職
員 2 名が参加した。会の進行と日本語通訳は、矢内琴江（文学学術院・助手）が
務めた。 
 ゴスラン先生は、ラヴァル大学や、他のケベック州の大学が、フェミニズム・
スタディーズを組織化し制度化していく上で抱えてきた困難や克服のための戦略
を中心にご報告された。ケベック州のフェミニズム・スタディーズは、その始ま
りから現在に至るまで、大学内で常に厳しい状況にさらされている。ラヴァル大
学の「クレール・ボンアンファン講座」は、学内で孤立していたフェミニストの
女性研究者たちが、ともに研究し高め合う自発的な取組から誕生した（1988 年）。
現在の取組としては、学術雑誌 Recherches féministes（『フェミニズム研究』）の 
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刊行、フェミニズム・スタディーズ高等研究履修証明プログラム（学部卒業以上
の学生・社会人を対象とした履修証明プログラム、2014 年募集終了）の実施、夏
期公開講座や国際シンポジウムの開催が挙げられた。これらの取組は、フェミニ
スト研究者たちの交流、若手研究者の育成、大学におけるフェミニズム・スタデ
ィーズの認知の獲得、学生たちの教育、実践現場への知の還元を実現しようとす
る試行錯誤の中から生み出されてきた。 
ゴスラン先生は、現在のケベック州のフェミニズム・スタディーズの課題とし
て、教育プログラムの脆弱な状況を指摘した。その一つに、大学におけるフェミ
ニズム・スタディーズの重要性の認識の低さによる科目の削減という問題がある。
ラヴァル大学では、フェミニズム・スタディーズ高等研究履修証明プログラムは
2014 年度で募集を停止した。現状では、フェミニズム・スタディーズで研究した
い修士課程以上の学生には、特定の研究科に所属せず、領域横断的に研究し修士
論文を提出するプログラムがあるのみだ。学部生を対象とした教育プログラムは
なく、ゴスラン先生はその設置を重要課題の一つとして考えている。さらにフェ
ミニズム・スタディーズの教育を実施する人材不足という問題がある。パイオニ
ア的フェミニスト研究者たちの退職後、後任のフェミニスト研究者が雇用されな
いのである。以上のような状況に対して、州内の大学のフェミニズム・スタディ
ーズの教育・研究機関は連携し、ネットワークで支え合う仕組みづくりを進めて
いる。 
 今回、ゴスラン先生は、ケベック州のフェミニズム・スタディーズについて、
脆弱性に焦点を当ててご報告された。当日の参加者から、脆弱性を克服しようと
する営み（多様な方法・領域の研究者による共同的なアクションと省察の継続、
雑誌刊行による記録と発信、ネットワーク化）には、日本におけるジェンダー・
スタディーズの歩みと多くの共通点があることが指摘された。筆者自身、ケベッ
ク州のフェミニスト研究者たちの困難な経験を学ぶことを通して、日本における
ジェンダー・スタディーズもいくつもの困難や問題を抱えつつ確かに歩んできた
こと、その中に今後の展開のための知があることを再認識した。 
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＜エレーヌ・リー＝ゴスラン先生について＞ 
1981年からカナダ・ケベック州ラヴァル大学経営科学部マネジメント専修教授。
1984年にミシガン大学で組織心理学の博士号を取得。その研究は組織の中での女
性たちの現実、公平、倫理に注がれている。2010年より、ラヴァル大学の「クレ
ール・ボンアンファン―女性、知、社会―講座」の教授。本講座において、現場
との協働による研究を続けている。例えば、意思決定機関や理事会における女性
たちの地位について、ネイティヴや移民の女性起業家について、数十年前まで女
性の数が少なかった職業における女性たちについての研究が挙げられる。1997年
から 2001年まで、ラヴァル大学、女性の地位に関するクレール・ボンアンファン
研究講座の教授を務めた。「ケベック州フェミニスト研究者グループ」の創立以来
メンバーで、特別部会のメンバーである。 
ゴスラン氏は、カルマン・ベルニエ教授と、リーヌ・ブシャール教授とともに、
TECHNOコンペタンス（ICT労働委員会） と 3箇所の産業組織との連携で、新
たな ICT産業における女性たちの現状に関する研究プロジェクトに取り組んでい
る（2014－2017）。2009年から 2014年には、女性の状況に関する州と議員地方会
の間の特別な協定からの財源で、次のような研究を行った。a）ケベック地域の（移
民とネイティヴの）女性起業家たちについて、b）大きな組織における管理職への
女性たちのアクセスをサポートする組織的な実践について、c）再雇用プログラム
が対象とする 35歳以上の地方の女性で、かつ労働市場に復帰している女性たちの
ニーズへの対応の質について。 
 
 
 
 
 
 
 
 
